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野心的な設計
新しいRingDAC APEXハードウェアには、いくつかの変更が加えられています。

クリス・ヘイルズが研究開発段階で最初に検討した領域のひとつは、 Ring DAC回路基板のリファレンス電源でした。この調査により、

クリスはいくつかの重要な調整を行うことになりました。「＂リファレンス電源＂は、オーディオパフォーマンス、特に "Ring DAC"の出力

インピーダンスに直接影響します。実際、出カインピーダンスの安定度を改善する方法を何通りか発見したので適用してみました。結果、

パフォーマンスに際立った違いをもたらしました」と彼は語っています。電気システムには、基準電圧に千渉する可能性のある外部信号

があるため、基準のインピーダンスが低いほど外部信号からの干渉を受け難くなります。

クリス・ヘイルズが指摘するように、 Ring DACは本質的に乗勾演勾DAC(multiplying DAC)です。つまり、基準電圧にDACコード値

を乗算するのです。その結果、基準となる電圧（信号）に加えて、ノイズや周期信号などが出力に加わっています。最適なパフォーマンスを

得るには、ノイズのない純粋なDC電圧を基準にしなければなりません。

「たとえば、机に固定された定規を想像してみてください。薄い金属製の定規であれば、固定されていない端を簡単に動かすことができ

ます。厚い木製の定規であれば、動かすことは困難です。この例えでは、厚く固い定規は低出カインピーダンス（電圧を変更するのが難

しい）に相当し、薄くて柔い定規は高出カインピーダンス（電圧を変更するのは簡単）に相当します。

Ring DAC回路の負荷は信号によって変動します。これは、定規の端を押す強さを変えるのと似ています。その結果、基準電圧は、基準の
インピーダンスに比例して信号に応じて変化します。場合によっては余分な高調波を増加させてしまうため、出カインピーダンスを低く保つ

ことにより、電圧変動を最小限に抑え、それによって出力の汚染（余分なものが付け加わること）を最小限におさえることを可能とします」。

Ring DAC APEXプロトタイプを使用したリスニングセッションに参加した評価者からは、「いろいろなメリットはあるが、特に音質で言
えば、より麻まった解像度とダイナミックス、正確度を増したリズムとタイミング、さらに優れた音の自然さや滑らかさ、より正確で音色的

に自然な歌声、弦楽器のよりリアルな音色、などに感動した」との評価でした。

各リスナーの音楽体験は一人一人によって異なり、オーディオのセットアップ、

再生した音楽、再生環境など様々ですが、 dCSの主観的な調査からスタートし

たAPEXはとても素晴らしく、魅力的な音楽体験を多くのリスナーに提供出来

るということが確認されたのでした。

クリス・ヘイルズは、加算およびフィルター段階を含む、リングDACに後続するす

べてのステージの徹底的な検証、研究を行いました。「そこで導入できた性能強

化が何ヵ所かありました。たとえば、加算ステージの対称性を改善することで

す。そして、最後に、出カステージを入念に調べました」。

Ring DAC出カステージは、 Ring DACによって生成されたアナログ信号をバッファリング（他から緩衝させる）役割を果たします。音楽

信号を強力に出力させるのです。 Ring DACボードは、デジタルステージとアナログステージの両方で構成されています。デジタルステ

ージは、 dCSデジタル処理プラットフォームから供給されたデータを取得し、マッピング機能※3を実行します。これにより、 Ring DACの

心臓部を形成する48個のラッチ回路※4が駆動されます。次に、これらのラッチの出力は、オペアンプの加算ステージによって加算合成

され、出カステージによってバッファリングされる前に、非常に高い周波数成分を取り除くためにフィルタリングされます。こうして出カステ

ージは、 RingDACのパフォーマンスに影響を与える外部要因を防止する役割を果たします。つまり、 DACそのものを外界から隔離します。

※3マッピング/Mapping機能＝ひとつひとつのデジタルデータをアナログ変換する48個あるラッチ回路のうち数個に振り分ける機能．
※4 ラッチ／latch回路＝ラッチによってひとつのデジタルデータがアナログに変換される。

dCS製品の出力から先で、ユーザーがどのようなケープルやアンプを使うか、 dCSとして指定することは出来ません。接続される機器の

インピーダンスなど入力特性（仕様）はさまざまなので、出カステージは多くの電流を供給できることが重要です。これにより、接続され

る機器を十分に動作させるのと同時に、 dCS製品自体が優れた安定性を得るのです。

「アンプ／プリアンプの入力にはキャパシタンス（静電容以）と抵抗がありますが、 DCバイアス電流が必要になる場合もあります。さらに、

バランス入カステージは大きく異なります。これらをDACの加算ステージに直接接続する場合、加算ステージを外界から分離して、加算

ステージのパフォーマンスを最適化し、ケープルとアンプの組み合わせがもたらす不確定な負荷であっても駆動出来るようにすることが

重要です」。

国みなしでその入カキャパシタンスを駆動するのには、低インピーダンスで十分な電流供給能力が必要となります。新dCS製品の出力

ステージは、多くの異なる機器が組み合わされて構築されたオーディオシステムであろうとも、全体的なDACパフォーマンスをはるかに

一貫性のある（つまり安定した）ものにします」。とクリス・ヘイルズは説明します。これらは当然のことなのですが、今回の改善にあたり

dCSデザインチームは、当たり前のことであっても真摯に対応し、最善を尽くした設計とトポロジーとを完成させたのでした。

Ring DACのハードウェアに加えられたその他の変更は、 Ring DAC回路基板上の個々のトランジスタを複合ペアに置き換えたこと、

Ring DAC回路基板上のコンポーネントのレイアウトを調整することなどでした。これらの改良によって、いままでよりもさらに静かで、
12dB以上もリニアな特性を備えた、新しく強化された回路基板となりました。

「これは非常に価値のある改善でした。わたしたちは、すでに基本波より一llOdB~-120dBも高調波が低いことを実践していました。さ

らに12dB以上の大幅な改善が達成されたのです。従来機のパフォーマンスが優れていたからこそAPEX化することの出来たのです」と

彼は付け加えました。

新たな基準を設定
Ring DAC APEXプロトタイプを使用したリスニングセッションに参加した評価者からは、「いろいろなメリットはあるが、特に音質で言
えば、より高まった解像度とダイナミックス、正確度を増したリズムとタイミング、さらに優れた音の自然さや滑らかさ、より正確で音色的

に自然な歌声、弦楽器のよりリアルな音色、などに感動した」との評価でした。各リスナーの音楽体験は一人一人によって異なり、オーデ

イオのセットアップ、再生した音楽、再生既境など様々ですが、 dCSの主観的な調査からスタートしたAPEXはとても素晴らしく、魅力的

な音楽体験を多くのリスナーに提供出来るということが確認されたのでした。
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